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12月定例会に提出された請願１件と９月定例会から継続審
査となっていた１件の計２件について審査しました。

ダレデモ・ダセマス・セイガン・チンジョ
ウ

の審査結果請願

■「地方財政の充実・強化を
求める意見書」の採択を　
求める請願書

請願者

新潟県燕市吉田西太田 1934 番地　

燕市職員労働組合　執行委員長　 清水　強

付託された総務文教常任委員会の意見

　市職員組合からの請願であり、市当局に提出

する内容であるとともに、平成 26 年度の地方

財政計画が発表前であり、実現性が不確実であ

ることから本請願に反対する。

不採択
賛成少

数

　「請願」「陳情」は、市民の皆さんが、国・県・市に対して

要望があるときに、市議会に対して要望することができる仕

組みです。議員の紹介があるものを「請願」、ないものを「陳情」

といいます。請願・陳情は常に受け付けていますが、審査は、

議会の定例会（３月・６月・９月・12月）にて行います。

　提出された請願・陳情は、所管する常任委員会で審査され、

その後、本会議にて「採択」「不採択」「継続審査」の決定

を行います。

輝くまち燕市を考えた政治に前進！
問

国
道
１
１
６
号
バ
イ

パ
ス
で
手
つ
か
ず
の
場
所

は
当
燕
市
内
だ
け
で
あ

る
。着
工
に
向
け
た
努
力
、

市
役
所
一
帯
の
土
地
区
画

整
理
事
業
の
実
現
推
進
を

行
う
べ
き
と
思
う
が
い
か

が
か
。
鈴
木
市
政
４
年
間

は
深
謀
遠
慮
な
政
治
運
営

を
行
っ
て
き
た
の
か
。

答

事
業
化
に
向
け
た
調

査
・
設
計
が
進
め
ら
れ
て

い
た
が
、
現
在
休
止
状
態

に
な
っ
て
い
る
。
知
事
に

も
要
望
を
お
願
い
し
て
、

積
極
的
に
国
に
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
、
作
業
の
再
開
に

向
け
、
燕
市
と
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
将
来
を
見
据
え
た
職

員
の
人
材
育
成
、
民
間
活

力
の
導
入
行
政
改
革
、
財

務
体
質
の
強
化
に
努
め
て
き
た
。

問

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
と
公

民
館
活
動
の
連
携
を
精
査
し
、
今
後
と

も
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
懸
念
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
必
要
な
事
業

を
精
査
し
、
生
涯
学
習
課
と
連
携
を

と
っ
て
、
無
理
の
な
い
広
域
的
な
活
動

を
お
願
い
し
て
い
く
。

問

高
齢
者
の
事
故
防
止
協
力
運
動
や

ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
活
動
の
試
み
、
不
登
校
生

に
自
信
を
与
え
る
生
き
抜
く
力
を
身
に

つ
け
る
教
育
を
。

答

中
学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
再
利
用

も
事
故
を
防
ぐ
手
段
の
ひ
と
つ
と
思

う
。
障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒
も
他
の

生
徒
と
見
学
や
体
験
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
を
守
り
育
て
て
い
け
る
取
り
組
み

を
し
て
い
く
。
ま
た
、
不
登
校
の
児
童

に
は
校
外
学
習
や
実
習
を
通
し
、
豊
か

な
体
験
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い

く
。

大岩 勉 議員（旭日会）

■ＴＰＰ交渉に関する請願

請願事項

１. 国権の最高意思決定機関である国

会の衆参農林水産委員会の決議

等を遵守し、農林水産分野の重要５品目等

の聖域が確保できないと判断した場合には、

即刻交渉から脱退すること。

２.TPP 交渉及び日米二国間の平行協議につい

て、国民に対する情報開示の徹底に努め、

十分な国民的議論を実施すること。

請願者

新潟県新潟市西蒲区巻甲 12010 番地

越後中央農業協同組合　

　経営管理委員会会長　吉田博之

国

議

要５品目等

採択
全会一

致

知っていますか？ 「請願」と「陳情」


